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、2
（b） △VIN：0．5V／div
△ILOAD：0．5A／div
time：0．5mS／div
　　　　　　　　　　　　　図4．m負荷急変時の入力電圧変動△VIN
　　　　　　　　（a）出力電力補償機能1有，電流急変範囲10－0．85A
　　　　　　　　（b）出力電力補償機能＝無，電流急変範囲：0－0．85A
Fig．4，10111put　vo1宅age　variance△VIN　for　the　sudden　change　of　load　current．
　　　（a）Output　power　compensatlon　and　the　load　current　range：0－0．85A．
　（b）Non－output　power　compensation　and　the　load　current　range：0－0．85A．
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（a）
（b）
　　　図4．目（a）12．4V／L6A（20W）の試作品（表而側）
　　　　　　　（b）12．4V／L6A（20W）の試／／β品（裏面側）
Fig．4．lI（a）Frollt　side　of　the　working　model：12．4V／1．6A（20W）．
　　　　（b）Back　side　of　the　workillg　model：12。4V／L6A（20W）．
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4。5　結び
・マイクロ燃料電池の給電電力を一定化制御できるハイブリッドタイプ
　DC－DCコンバータを開発した。実験において確認した電力効率11は、比
　較的高効率な88．5％であり、試作品のサイズは、情報携帯機器に十分適用
　可能な40（w》×18（D｝×10（H）を実現した。
・開発したハイブリッドタイプDC－DCコンバータは、出力密度が低く負荷
　電流変化に対して不安定なマイクロ燃料電池に有効な方式であることを
　確認した。
・マイクロ燃料電池の給電電力を追尾制御するマイクロコンピュータを利
　用したマイクロ燃料電池電圧制御型の最適動作点追尾回路を開発した。
　本章において提案したマイクロコンピュータを利用したマイクロ燃料電
池電圧制御型の最適動作点追尾回路は、マイクロ燃料電池の給電電力を安定
制御する有効な方式であり、その詳細については機会を別として記述するこ
ととする。
一71・
付録
lPFq　212（FC）の仕様1
　＊給電電力（公称）112W
　＊径（FC）170（mm）
　＊全長（FC）＝160（mm）
　＊重量（FC）＝900（g）
　　図4．A燃料電池PFCI212の外観
Fig．4．AOutside　of　the　fue】cell：PFC1212
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　　　　］Load　curre就ILOAD（A）
　　　図4．B負荷電流変化に対する入力給電電力WIN
Fig．4．B　IIlput　powef　WIN　for　the　challge　of　the　load　curre航．
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第5章結論
　近年、情報通信システムの高度化が飛躍的に進み、それに伴いシステムの
電力使用量も増加の一途を辿る状況にある。一方、地球温暖化対策の有効な
手段として、環境に優しい発電方式である分散化電源が注目を集めている。
このような状況の中、将来においても高度化する情報通信システムを支える
ことを目的に、情報通信システムの電力源として分散化電源を適用した電源
システムを検討、開発し、分散化電源である太陽電池、及び燃料電池を有効
利用できる具体的な情報通信用分散化電源システムを提案した。
　第1章では、地球温暖化問題の課題に触れ、分散化電源の種類と構成、分
散化電源システムの適用事例を記述し、情報通信分野の動向を踏まえて、本
研究の目的と意義について明らかにした。
　第2章では、太陽電池と商用電源を入力電源として動作する、情報通信シ
ステムに適用する2入力DGDCコンバータを提案した。2つの入力電源の
入力回路にある、それぞれの主変換スイッチの動作する際の位相は、180必
ずれて交互に駆動される「位相シフト動作」を実現しており、ソフトスッチ
ング化が可能となり、85％の高電力効率を達成した。また、温度依存性を有
するpn接合ダイオードの順方向降下電圧を最適動作点追尾の基準電圧に利
用した、「太陽電池の最適動作点追尾システム」を提案した。提案する追尾
システムは、部品点数が少なく安価で応答速度に優れており、検出電圧に関
する誤差は2．5％以内であった。
　第3章では、2章で記述したP11接合ダイオードを利用した太陽電池の最
適動作点追尾システムの課題であった、追尾基準電圧の検出方法と検出精度
について記述した。最：適動作点を追尾するための追尾基準電圧は、温度依存
性を有するPn接合ダイオードの順方向降下電圧で得ているが、高精度化の
ために太陽電池表面温度の検出方法が課題であった。そこで、測定により太
陽電池表裏面の温度分布が4℃以内であることを確認し検出部の裏面実装を
実現し、さらに検出部にアル．ミ基板を採用し温度検出精度を向上させた。ま
た、検出部全体の風の影響を無くすために樹脂モールドを施した。その結果、
検出電圧に関する誤差をL5％程度まで低減した。
　第4章では、将来的に導入が検討される情報携帯機器内で使用するマイク
・74一
ロ燃料電池電源システムの、ハイブリッドタイプDC－DCコンバータについ
ての提案を行った。提案したハイブリッドタイプDC－DCコンバータは、マ
イクロ燃料電池の給電電力を最適動作点電圧で一定化制御しながら、出力に
関しては垂下点電圧で安定化するための「出力電力補償機能」と「最適動作
点追尾機能」を搭載している。この2つの機能によりハイブリッドタイプ
DC－DCコンバータは、安定した動作特性を実現している。特に、マイクロ
燃料電池は、給電電力の急激な変動に対して課題を有する電力源であり、こ
の課題に対しても、提案するハイブリッドタイプDC－DCコンバータが有効
な特性を示すことを確認した。さらに、電力効率としては比較的高効率な
88．5％を達成し、試作した開発品のサイズは携帯情報機器に十分適用可能で
ある40（w）×18（D）×10（H）を実現している。また、実験においてはマイクロ燃料
電池の最適動作点電圧を固定値として入力したが、マイクロコンピュータを
利用し算出電力から得られる動作点電圧で最適点を追尾できるマイクロ燃
料電池の最適動作点追尾機能を開発した。その回路構成、追尾特性等につい
ては今後、詳細報告する予定である。
　以上、本研究「情報通信用分散化電源に関する研究」の概要を記述した。
地球温暖化問題に起因する地球環境の改善と保全を目的に21世紀の高度
情報化社会の情報通信システムを支える電力源として、今後ますます環境に
優しい分散化電源システムの検討が重要性を増すと予想される。その中で、
特にシステムとして高信頼性（分散化電源利用の安定給電システム）、高電
力効率、小型化、低コストが強く要求され、こうした課題を個々に解決して
いくことで、真の分散化電源の情報通信システムへの導入が実現できると考
えられる。
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